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たかすの日之影町立高巣野小学校 学校だよりＮＯ，３

毎月、読み聞かせボランティア「スマイル」の方 第１回学校保健委員会が開催されました。まず、
に来ていただいています。5月11日の朝の時間、そ 養護教諭が、本校児童の保健面について説明しまし
れぞれの学級で絵本を読んでもらいました。子ども た。その後、宮水小学校の栄養教諭から、「学校給
達は、絵本の世界に引き込まれていきます。ものす 食を通して伝えたいこと」という演題で、講話があ
ごい、集中力です。とっても楽しみな「読み聞かせ」 りました。学校給食摂取基準について、地産地消給
の時間です。 食について、栄養たっぷりレシピについて等、興味

深い話ばかりでした。

【給食試食会も３年ぶりに行いました】

５月１２日（金）は、参観日でした。参観授業で
は、発表をいっぱい頑張りました。５・６年生の授
業は家庭科で、縫い物の学習でした。おうちの人の 今年度も、いちご農家「甲斐治さん」宅におじゃ
的確なアドバイスで、上手に作業が進みました。 ましました。ビニルハウスに案内され、いよいよい

ちご狩りです。たくさんのいちごを収穫でき、また、
その場で試食もしました。貴重な体験ができました。
ありがとうございました。

5月28日(日)、朝の8時からPTA奉仕作業が行わ
【家庭教育学級 開級式】 れました。今年度は、椎谷地区の方々にもお手伝い

をしてもらいました。また、児童も参加するという、
新しい試みもありました。ありがとうございました。
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■日之影町は、令和3年度から「コミュニティ・スクール」を
スタートさせました。「コミュニティ・スクール 」とは、学校
と地域住民等が力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能と
なる「地域とともにある学校」への転換を図るための有効な仕組
みのことをいいます。選出された委員のみなさまと、「学校と地
域の調整」「学校活動の支援」「地域活動の創造」などについて
協議していきます。学校と地域がパートナーになることが目的で
す。それでは、今年度の委員の方を紹介します。
◎甲斐 善市様（地域学校協働活動推進員）
◎甲斐 幹男様（地域代表） ◎丹波のり恵様（地域代表）
◎甲斐 稔様（地域代表） ◎甲斐 公明様（地域代表）
◎飯干 正幸様（地域代表） ◎谷川真由美様（地域代表)
◎甲斐 裕樹様（PTA会長）
◎飯干 裕様（PTA副会長） ※どうぞよろしくお願いします。
◎飯干麻里衣様（PTA副会長）

【6月】 【７月】

８日（木） いも苗植え ５日（水） 参観日、P心肺蘇生法講習会
９日（金） 非行防止教室 １２日（水） SDGｓ授業

１２日（水） プール開き １３日（木） 走力調査、郡P学校保健大会
１５日（木） 田植え ２０日（木） 終業式
１８日（日） 町教育の日、風水害避難訓練 ２８日（金） 第2回町教職員研修会
１９日（月） 振替休業日
２７日（火） 学校支援訪問

■地域学校協働活動推進員とは■

地域学校協働活動推進員は、保護者や地域住民等と学校との情報共有や、
学校と地域をつなぐ総合的な企画・調整の役割を担っていただいています。
本校の地域学校協働活動推進員は、「甲斐善市様」です。どうぞよろしく
お願いします。

文責；校長 三浦哲至
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